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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
京大腫瘍内科の診療体制です。
治療対象とする主な癌腫には消化系悪性腫瘍(食道、胃、小腸、大腸、膵臓、胆道など)、肺がん、乳がん、悪性黒色腫、神経内分泌腫瘍、軟部肉腫、その他希少がんや原発不明がんなどです。京大病院がんセンターの各診療科と連携し、科横断的ながん治療のためのハブ診療科として機能しています。また、耳鼻科、泌尿器科、婦人科などの各診療科とも連携して外来診療を担当します 
腫瘍内科
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
腫瘍内科における治療
抗がん剤と聞くと一昔前は手術ができない患者さんに対して行う、緩和医療のようなイメージが多く持たれていました。
このスライドは外科と共同で治療を行った膵臓癌と肝臓転移を伴った患者さんについてです。
当科で抗がん剤治療を行い、癌が小さくなり、癌をすべて取り切ることができ、緩和治療ではなく元気に長期生存が得られております。
このように腫瘍内科では外科治療や時には放射線治療など他の科と相談し、トータルながん治療マネジメントを行っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
食道がんで既に保険承認されている光線力学療法 (Photodynamic Therapy: PDT)のレーザー光照射により腫瘍組織を傷害し腫瘍特異的ながん抗原の放出を誘導します。そこへ免疫チェックポイント阻害薬（immune checkpoint inhibitor: ICI）を併用し、個々の患者ごとに、がん細胞に対する全身性かつ持続的な免疫応答の活性化を引き起こすことができれば、レーザー光非照射部位においても強い抗腫瘍効果が期待できる 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今は大阪赤十字病院で頑張っている土井先生は育休を取得されたことも紹介　　
大学病院の横のつながりで他科連携で研修可能
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
腫瘍内科キャリアパスとして、研修終了後に腫瘍内科に入局することのメリットを説明
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がん薬物療法専門医はまだまだ不足しており、関連病院からの派遣要望が強いため、
入局された方は、様々な形で臨床の現場で活躍できると考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
がんゲノム医療、免疫療法、新規治療法が次々に更新されていきます。
まず大学病院で多様ながん治療に触れながら、腫瘍内科医としてキャリアを進めていきましょう。

病棟からは大文字が見えますよー。
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